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(2)議会だより

議 の 織 変 り し会 組 が わ ま た
　定例会最終日の９月２０日に議長の辞職願が提出されたことに伴い、議長の選挙や稲敷
地方広域市町村圏事務組合議会議員の補欠選挙が行われ、平成２７年８月３１日までの美
浦村議会の新体制が決まりました。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
第
３
回
定
例
会
最
終
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の

議
員
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
第
32
代
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
使
命
と
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
地
方
分
権
の
進
展
等
に
よ
り
、
行
政
の
果
た
す
役
割
が
拡
大

す
る
中
、
村
の
税
収
入
の
伸
び
悩
み
と
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
大
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
整
備
等
の
財
政
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
村
の
財
政

運
営
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

山
積
み
す
る
課
題
の
多
く
は
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村

当
局
と
と
も
に
、
地
方
自
治
を
担
う
車
の
両
輪
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
常
に
村
民
の

目
線
に
立
っ
て
執
行
部
の
施
策
を
厳
正
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
真
摯
な
議
論
を
十

分
に
重
ね
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
村
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

公
平
公
正
な
立
場
で
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
議

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
議
会
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、
村
民
の
皆

様
に
支
持
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
、
議
員
各
自
が
さ
ら
に
自
己
研
鑽
に
努
め
、
議
員
全

体
の
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
様
々
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
＝
委　

員　

長　

○
＝
副
委
員
長

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

　
　
　

沼
﨑　

光
芳　

議
員

　
　
　

椎
名　

利
夫　

議
員

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　
　

山
崎　

幸
子　

議
員

　
　
　

飯
田　

洋
司　

議
員

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

　
　
　

小
泉　

輝
忠　

議
員

　
　
　

羽
成　

邦
夫　

議
員

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

坂
本　

一
夫　

議
員

議
会
運
営
委
員
会

　
　

◎
沼
﨑　

光
芳　

議
員

　
　

○
羽
成　

邦
夫　

議
員

　
　
　

石
川　
　

修　

議
員

　
　
　

椎
名　

利
夫　

議
員

監
査
委
員

　
　
　

石
川　
　

修　

議
員

農
業
委
員

　
　
　

山
本　

一
惠　

議
員

広
報
公
聴
委
員
会

　
　

◎
山
本　

一
惠　

議
員

　
　

○
坂
本　

一
夫　

議
員

　
　
　

山
崎　

幸
子　

議
員

　
　
　

椎
名　

利
夫　

議
員

　
　
　

飯
田　

洋
司　

議
員

　
　
　

岡
沢　
　

清　

議
員

　
　
　

塚
本　

光
司　

議
員

議長

下村　宏

副議長

林　昌子

就
任
あ
い
さ
つ



(3) 議会だより

常任委員会の新構成決まる
　常任委員会等の任期満了(任期２年)に伴い、常任委員の改選が行われ、下記のとおり構
成が変わりました。

副委員長

山 崎 幸 子
委　員　長

椎 名 利 夫

委　　員

沼 﨑 光 芳

委　員　長

羽 成 邦 夫

委　　員

下 村　 宏
委　　員

塚 本 光 司
委　　員

岡 沢　 清

委　　員

林　 昌 子
委　　員

飯 田 洋 司
副委員長

小 泉 輝 忠

委　員　長

石 川　 修
副委員長

山 本 一 惠
委　　員

坂 本 一 夫

総務常任委員会総務常任委員会

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会



(4)議会だより

　平成２４年度各会計の決算認定については、「決算審査特別委員会」を設置し、慎重
な審査を行い、７会計すべてが認定すべきとの結論にいたりました。

会　計　名
歳入累計 歳出累計

歳入歳出差額
前年比 前年比

一 般 会 計 61億392万5千円 ▲0.6% 57億6,079万円 ▲2.2% 3億4,313万5千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 21億3,461万5千円 5.0% 20億272万5千円 3.6% 1億3,189万円

農業集落排水事業 2億3,077万1千円 ▲4.5% 2億2,130万7千円 ▲3.9% 946万4千円

公共下水道事業 12億3,723万4千円 23.5% 12億3,291万4千円 23.6% 431万9千円

介 護 保 険 9億2,972万1千円 11.8% 8億8,428万4千円 10.5% 4,543万6千円

後期高齢者医療 1億976万3千円 12.3% 1億859万8千円 13.3% 116万6千円

総　　　計 107億4,602万9千円 3.9% 102億1,061万8千円 2.6% 5億3,541万円

平成24年度美浦村決算議会が７会計をチェックし認定

　平成２５年第３回定例会は、９月１０日から２０日までの１１日間の会期で行われました。

　今定例会では、村長から人事案件、専決処分、条例改正・廃止、平成２５年度補正予算、平成２４

年度決算認定など２３議案が提出され、審議の結果、すべての議案が原案のとおり適任・承認・可決・

認定・同意されました。

　また、議員からは意見書２件が提出され、原案のとおり可決されました。

　一般質問は１２日に行われ、５人の議員が登壇し、村政全般にわたり質問がなされました。

　定例会の最終日には、石川修議長から議長職の辞職願が提出され、許可されたことに伴い、議長選

挙が行われました。その結果、議長に下村宏議員が当選されました。また、各常任委員会、議会運営

委員会の任期満了に伴い、各委員会の改選が行われました。

　さらに、議長就任に伴い、稲敷地方広域市町村圏事務組合議員を辞職したことから、同組合議員の

補欠選挙が行われました。その結果、飯田洋司議員が当選されました。

平成 25年第３回定例会平成 25年第３回定例会

水
道
事
業

収　益　的
収　入 5億5,676万9千円

差　引　額

112万1千円
支　出 5億5,564万8千円

資　本　的
収　入 240万5千円

▲6,063万3千円
支　出 6,303万7千円

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。



(5) 議会だより

・
中
学
校
で
学
校
給
食
申
込
書

を
提
出
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

保
護
者
の
意
識
が
変
わ
り
、
平

成
24
年
度
と
比
べ
学
校
給
食
費

が
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
学
校
給
食
申
込
書
未

提
出
の
方
も
い
る
。

林
議
員　

未
提
出
の
方
は
、
今

後
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
次
長　

学
校
に
足
を
運
び
、

保
護
者
の
理
解
を
得
た
い
。

石
川
議
員　

特
別
滞
納
整
理
の

回
数
は
現
在
２
回
だ
が
、
回
数

は
ふ
や
さ
な
い
の
か
。

総
務
部
長　

回
数
を
ふ
や
す
こ

と
は
、
時
期
を
み
て
検
討
す
る
。

村
長　

年
度
の
変
わ
り
目
、
３

月
を
入
れ
て
も
よ
い
。

石
川
議
員　

３
・
６
・
９
・
12

月
の
年
４
回
実
施
で
は
ど
う
か
。

毎
月
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
ボ
ー
ナ
ス
月
の
間
３
・
９

月
を
入
れ
て
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

９
月
17
日
に
開
催
し
た
決
算

審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
を
一

部
紹
介
し
ま
す
。

山
崎
議
員　

公
害
関
連
苦
情
処

理
委
託
料
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
処
理
を
行
っ
た
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

ス
ズ
メ
バ
チ

の
駆
除
を
行
っ
た
。

石
川
議
員　

公
共
施
設
の
処
理

な
の
か
、
一
般
家
庭
の
処
理
な

の
か
。

生
活
環
境
課
長　

通
学
路
と
公

共
施
設
の
処
理
を
行
っ
た
。

林
議
員　

学
校
給
食
費
の
収
入

未
済
額
が
、
平
成
23
年
度
と
比

べ
増
加
し
て
い
る
。
本
年
４
月

よ
り
学
校
給
食
費
条
例
が
施
行

さ
れ
た
が
、
保
護
者
の
意
識
に

変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

教
育
次
長　

本
年
度
か
ら
各
小

③
国
民
健
康
保
険
料
の
不
納
欠

損
額
及
び
収
入
未
済
額
は
、
近

年
顕
著
な
増
加
傾
向
を
示
し
て

き
た
。
国
民
健
康
保
険
財
政
の

健
全
化
と
保
険
料
負
担
の
公
平

適
正
化
を
図
る
た
め
、
収
入
率

向
上
に
向
け
た
努
力
を
望
み
た

い
。

④
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
と
も
起
債
残
高
が
多
く
、
債

権
の
償
還
と
運
営
費
の
一
部
を

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で

賄
っ
て
い
る
。
分
担
金
や
使
用

料
に
滞
納
や
不
納
欠
損
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
更
な
る
運
営
改

善
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保

険
特
別
会
計
の
保
険
給
付
費
や

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の

広
域
連
合
へ
の
納
付
金
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
健

康
意
識
の
向
上
を
図
り
、
予
防

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑥
今
後
と
も
水
道
へ
の
加
入
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
増
加
傾

向
の
滞
納
金
の
徴
収
と
あ
わ
せ

て
経
費
削
減
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

財
政
状
況
は
更
に
厳
し
さ
を
増
す

具
体
的
な
歳
入
増
加
策
を

監
査
委
員　

荒
木
昭
雄

監
査
委
員　

下
村　

宏

　

平
成
25
年
７
月
30
日
、
31
日
、

８
月
２
日
の
３
日
間
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

《
審
査
の
結
果
と
意
見
》

　

各
会
計
の
決
算
は
適
法
、
正

確
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
計
数

的
に
も
正
確
で
、
内
容
も
適
正

な
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

①
財
政
の
硬
直
化
を
招
か
な
い

よ
う
、
企
業
誘
致
等
に
よ
る
中

長
期
的
な
地
域
経
済
活
性
化
対

策
も
図
り
な
が
ら
、
雇
用
と
安

定
的
財
源
の
確
保
を
図
り
、
財

政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
滞
納
・
不
納
欠
損
に
な
る
前

に
、
滞
納
者
の
実
態
の
把
握
に

努
め
、
早
め
早
め
の
適
正
な
対

応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
別

滞
納
整
理
の
回
数
の
増
加
等
納

税
対
策
の
更
な
る
強
化
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会
質
疑

公
害
関
連
苦
情
処
理
は

公
害
関
連
苦
情
処
理
は

学
校
給
食
費
の
状
況
は

学
校
給
食
費
の
状
況
は

特
別
滞
納
整
理
の
回
数
は

特
別
滞
納
整
理
の
回
数
は



(6)議会だより

補正予算
補正予算を可決
　今回の補正予算は、平成２５年度当初予算編成段階で不確

定のため計上を見送っていたもの及び緊急性を要する事業に

係る補正が主となっています。

会　　計　　名 補　　正　　額 予　算　総　額

一　　般　　会　　計 1億 7,167 万 9 千円 55 億 7,780 万 7 千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1億 1,295 万 7 千円 21 億 8,901 万 8 千円

農業集落排水事業 1,100 万 7 千円 2億 3,451 万 2 千円

公共下水道事業 1,191 万 9 千円 11 億 4,341 万 9 千円

介 護 保 険 104 万 2 千円 9億 1,313 万 8 千円

企
業
会
計

水道事業

収益的 支出 △ 34 万 6 千円 5億 8,349 万 2 千円

資本的
収入 16 万円 3,308 万円

支出 150 万円 1億 6,117 万 4 千円

人権擁護委員候補者を推薦
監査委員に

石川修議員を選任

　本年１２月３１日をもって任期満了
となる人権擁護委員候補者に、下記の
方を推薦しました。

坂本　実氏（上舟子）

　９月２０日、議会選出の監査委員で
あった、下村宏議員が議長に就任した
ことに伴い、新たに議会議員の中から
石川修議員が選出され、議会はこれに
同意しました。

《一般会計》

　国民健康保険特別会計繰出金 8,883万3千円

　障害者施設増築工事 7,899万7千円

　村道整備工事費 △1,275万円

　村道整備測量調査委託 875万円

《国民健康保険特別会計》

　一般会計繰出金 1億1,610万6千円

　国庫支出金等返還金 3,419万4千円

《農業集落排水事業特別会計》

　農業集落排水事業基金積立金 876万1千円

　消費税 46万9千円

《公共下水道事業特別会計》

　長期借入債利子償還金 584万円

《介護保険特別会計》

　支払基金交付金返還金 668万8千円

《水道事業会計》

　配水施設拡張費 150万円

補正の主な内容
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その他の議案と審議内容
区分 議　　　案 議　　案　　内　　容

条　

例　

改　

正　

・　

廃　

止

美浦村防災会議条例の一部を改正する
条例

災害対策基本法の一部を改正する法律の施
行に伴い、防災会議の所掌事務について整
備を行うための改正

美浦村災害対策本部条例の一部を改正
する条例

災害対策基本法の一部を改正する法律の施
行に伴い、条例で引用する同法の条項名を
合わせるための改正

美浦村特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例

地区計画推進協議会委員を追加
【委員長】5,500円
【委　員】5,000円

安中地区テニスコートの設置及び管理
に関する条例を廃止する条例

ここ数年全く利用がなく、今後も使用され
る可能性が極めて低いことから、役割を終
えたものと判断し廃止

美浦村介護保険条例の一部を改正する
条例

平成２５年度税制改正により、納税環境の
整備として延滞金及び地方税等の見直しの
ための改正

そ　
　

の　
　

他

専決処分の承認
（木原小学校空調整備工事変更契約）

【目的】木原小学校空調整備工事
【金額】134万7,150円増
【相手】川村工業株式会社
【工期】平成25年8月31日まで

専決処分の承認
（美浦中学校体育館環境改善工事変更
　契約）

体育館天井のウレタン吹付を取りやめ、ま
た体育館ギャラリー天井が雨漏りにより、
施工中に天井材が一部落下したことへの対
応で工期延長
【変更前工期】平成25年8月31日
【変更後工期】平成25年10月5日まで
　　　　　　　35日間延長

専決処分の承認
（平成２５年度美浦村一般会計補正予
　算（第３号））

【補正額】239万6千円を追加
地域活動支援センターの増築改修工事につ
いて、主体構造の見直し及び外構工事追加
による実施設計の増額補正

◆
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

　

請
願
者　

髙
野　

冨
二
男　

外
48
名

　

紹
介
議
員　

山
崎　

幸
子

　

結
果　

採
択

　

意
見
書
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
官
房
長
官

　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　

財
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
大
臣

◆
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

要
旨　
　

道
州
制
導
入
後
の
国
の
具
体

的
な
か
た
ち
を
示
さ
な
い
ま
ま
、

事
実
上
の
合
併
を
余
議
な
く
さ

れ
る
お
そ
れ
が
高
い
上
、
住
民

と
行
政
と
の
距
離
が
格
段
に
遠

く
な
り
、
住
民
自
治
が
衰
退
す

る
た
め
反
対
す
る
も
の

　

結
果　

可
決

　

提
出
先　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　

参
議
院
議
長

　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

副
総
理

　
　
　
　
　

内
閣
官
房
長
官

　
　
　
　
　

総
務
大
臣

　
　
　
　
　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　
　
　
　

(

地
方
分
権
改
革)

請　
　

願

請　
　

願

意
見
書

意
見
書
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防
災
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ

い
て

質
問　

年
内
に
整
備
完
了
す
る

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
も
っ
と
活
用
で
き
る
企
画

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
、
国
土
交
通

省
、
警
察
等
外
部
機
関
、
そ
し

て
、
村
独
自
の
情
報
を
既
設
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
、
開
設
予
定
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、

災
害
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
自
動

連
携
す
る
こ
と
で
、
正
確
な
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
共
有
し
、

ま
た
、
学
校
設
置
の
パ
ソ
コ
ン
、

電
子
黒
板
で
、
そ
れ
ら
の
情
報

を
音
声
と
と
も
に
、
画
面
表
示

す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
役

場
と
村
内
各
避
難
所
を
無
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
住
民

の
情
報
取
得
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ

う
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
並

び
に
Ｉ
Ｐ
電
話
の
設
置
に
よ
り
、

多
様
な
通
信
手
段
の
確
保
を
行

う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
産
品
記
念
日
に
つ
い

て質
問　

村
内
特
産
品
（
パ
プ
リ

カ
、シ
イ
タ
ケ
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
、
米
等
）
を
利
用
し
て
、
農

業
振
興
、
食
育
、
地
産
地
消
、

活
性
化
に
役
立
て
、
村
内
全
域

で
盛
り
上
が
る
よ
う
な
記
念
日

を
つ
く
れ
な
い
か
お
伺
い
し
ま

す
。

答
弁
（
経
済
建
設
部
長
）　

先

行
自
治
体
の
事
例
を
調
べ
、
美

浦
村
と
し
て
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
記
念
日
を
制
定
す
る

と
Ｐ
Ｒ
の
効
果
が
あ
る
か
、
ま

た
、
実
施
し
た
場
合
、
農
産
物

の
必
要
量
を
確
保
で
き
る
か
な

ど
、
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
進
め
て
い
る
物
産
館

建
設
と
あ
わ
せ
、
農
協
等
農
業

関
係
団
体
と
検
討
を
し
ま
す
。

飯
田　

洋
司　

議
員

質
問　

教
育
振
興
基
本
計
画

（
以
下
「
基
本
計
画
」）
が
苦
労

の
末
、
完
成
し
ま
し
た
。
今
年

度
、
幼
保
一
元
化
を
前
倒
し
し

て
行
う
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

そ
れ
と
も
、
延
期
し
て
基
本
計

画
に
あ
わ
せ
る
の
か
。
そ
し
て
、

来
年
か
ら
始
ま
る
基
本
計
画
は

10
年
計
画
で
す
が
、
初
年
度
は

ど
こ
か
ら
進
め
て
い
く
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

答
弁
（
教
育
長
）　

残
念
で
す

が
、
幼
保
一
元
化
は
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
教
育
委
員
会

で
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
を
一

体
化
し
て
こ
ど
も
園
を
つ
く
る

べ
き
だ
と
意
見
が
ま
と
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
基
本
計
画
の
中
に

も
、
美
浦
村
独
自
の
幼
保
一
体

化
を
進
め
、
魅
力
的
な
こ
ど
も

園
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

10
カ
年
計
画
で
す
が
、
財
政

的
に
縛
り
の
な
い
41
の
計
画
の

中
か
ら
24
の
計
画
を
来
年
度
よ

り
着
手
し
ま
す
。
そ
の
中
で
特

に
力
を
入
れ
る
計
画
は
、
土
曜

日
授
業
の
開
始
で
す
。

教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

教育振興基本計画の推進を

特産品を村活性化に役立てる
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質
問　

本
村
で
は
今
後
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
（
村
長
）　

国
の
制
度
で

は
、
保
育
所
に
同
時
に
３
人
が

通
っ
て
い
る
場
合
の
み
、
第
３

子
の
保
育
料
を
無
償
・
第
２
子

を
半
額
と
し
て
い
ま
す
が
、
美

浦
村
と
し
て
は
保
育
所
・
幼
稚

園
か
ら
、
一
番
上
の
子
が
社
会

人
に
な
る
ま
で
の
中
で
の
第
３

子
の
保
育
料
の
無
償
化
等
、
予

算
的
な
部
分
を
考
慮
・
検
討
し
、

よ
そ
の
自
治
体
と
同
じ
で
は
な

く
、
一
歩
進
ん
だ
子
育
て
支
援

の
方
向
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

つ
い
て

質
問　

現
在
、
美
浦
ト
レ
セ
ン

内
で
は
、
村
外
居
住
者
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
競
馬

で
賞
金
を
稼
い
で
も
、
税
金
が

落
ち
る
の
は
美
浦
村
以
外
の
ほ

か
の
自
治
体
に
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
美
浦
村
に

税
金
が
入
る
方
法
と
し
て
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
と
い
う
制
度
が

あ
り
、こ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
い
う
形
で
寄
附
を
す
る
と
税

制
優
遇
措
置
が
あ
る
た
め
、
所

得
税
・
住
民
税
が
控
除
と
な
り
、

寄
附
の
お
礼
品
が
も
ら
え
、
寄

附
を
す
る
人
も
美
浦
村
に
と
っ

て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う

非
常
に
良
い
制
度
で
す
が
、
知

ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
の
チ

ラ
シ
を
つ
く
り
、
配
布
し
た
ら

ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
（
村
長
）　

納
税
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
も
節
税
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
美
浦

村
と
し
て
も
取
り
組
み
を
更
に

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

12
月
ま
で
に
は
、
方
向
性
を
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

納
税
方
法
の
簡
素
化
や
、

お
礼
品
も
、
お
米
一
品
で
は
な

く
、
納
税
者
が
選
べ
る
よ
う
な

も
の
、
美
浦
村
な
ら
で
は
の
、

ほ
か
に
は
な
い
よ
う
な
も
の
を

考
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
支
援
対
策
」
に
つ
い
て

山
崎　

幸
子　

議
員

ふるさと「美浦」の未来に向けて応援を

美浦村独自の子育て支援を
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質
問　

過
去
３
年
間
の
医
療
費

の
状
況
に
つ
い
て
、
年
度
別
、

年
齢
別
に
伺
い
ま
す
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）　

国

保
財
政
運
営
は
大
変
厳
し
く
、

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
り
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と

お
り
で
す
。

職
員
の
教
育
と
人
事
に

つ
い
て

質
問　

官
民
比
較
で
の
、
職
員

の
接
遇
及
び
教
育
研
修
計
画
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
弁
（
村
長
）　

接
遇
は
ゴ
ー

ル
が
な
い
と
い
う
言
葉
の
と
お

り
、
村
も
同
じ
考
え
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
案
内
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
ま

す
。
職
員
の
教
育
は
、
美
浦
村

職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

答
弁
（
総
務
部
長
）　

職
員
研

修
は
、
稲
敷
広
域
６
市
町
村
で

行
う
共
同
研
修
や
県
自
治
研
修

所
主
催
の
研
修
等
、
５
つ
の
研

修
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
村
独

自
の
接
遇
研
修
や
課
長
補
佐
以

上
に
対
し
て
は
、
人
事
評
価
制

度
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
人
、
農
地
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て

質
問　

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、

持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
実
現

に
向
け
て
、
「
人
、
農
地
プ
ラ

ン
」
の
策
定
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

答
弁
（
経
済
建
設
部
長
）　

美

浦
村
農
業
再
生
協
議
会
が
本
策

定
に
取
り
組
み
、
２
月
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
７
月
26

日
に
97
名
の
方
が
参
加
し
た

「
人
、
農
地
プ
ラ
ン
」
を
国
に

提
出
し
ま
し
た
。

質
問　

農
地
の
集
約
を
主
と
し

た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
方
が
農

業
を
希
望
す
る
と
き
は
、
ど
う

対
応
す
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
弁
（
経
済
建
設
部
長
）　

「
人
、

農
地
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
中

核
農
家
へ
の
農
地
集
積
は
進
め

て
い
き
ま
す
が
、
本
村
の
８
割

以
上
を
占
め
る
小
規
模
農
家
に

も
し
っ
か
り
目
を
向
け
、
農
家

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
考
え
て

い
き
ま
す
。

国
保
財
政
の健

全
化
対
策
に
つ
い
て

下
村　
　

宏　

議
員

美浦村の高齢者の元気は輪投げや茶飲み会

全　

国

年度 被保険者数(万人) 医療費(億円) 1人当たり医療費(円)

22 3,918 111,672 285,049

23 3,875 114,214 294,725

24 3,816 114,974 301,283

美
浦
村

年度 被保険者数(人) 医療費(万円) 1人当たり医療費(円)

22 5,324 154,582 290,349

23 5,291 154,590 292,176

24 5,190 149,713 288,464

被保険者数(万人) 医療費(億円) 1人当たり医療費(円)

1,410 126,022 893,918

1,452 131,884 908,544

1,494 135,587 907,497

被保険者数(人) 医療費(万円) 1人当たり医療費(円)

1,724 126,848 735,779

1,795 136,018 757,763

1,839 133,813 727,642

平成22・23・24年度国民健康保険加入者1人当たりの医療費

国保加入者全体

※国保加入者全体では、1人当たりの医療費は全国と変わらないが、後期高齢者では約18万円低くなっている

後期高齢者・75歳以上
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質
問　

国
保
税
の
申
請
に
よ
る

減
免
（
軽
減
）
制
度
並
び
に
病

院
窓
口
で
の
患
者
一
部
負
担
金

（
支
払
い
）
の
減
免
ま
た
は
徴

収
猶
予
の
制
度
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
周
知
徹
底
し
た
か
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）　

本

年
３
月
の
保
険
証
送
付
、
４
月

の
国
保
税
納
付
書
の
送
付
の
際
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
つ
い
て
の

案
内
の
チ
ラ
シ
を
同
封
し
た
。

毎
年
、
制
度
の
周
知
を
創
意
工

夫
し
て
実
施
し
た
い
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
対
策
助
成
を

行
政
の
取
り
組
み
を

質
問　

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
農

作
物
の
食
い
荒
ら
し
の
被
害
が

村
内
で
拡
大
し
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
等
の
購
入
費
用
あ
る
い
は
駆

除
の
費
用
の
一
部
助
成
は
で
き

な
い
か
。
行
政
が
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
経
済
建
設
部
長
）　

ま

ず
は
個
人
の
負
担
で
防
除
の
努

力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
個

人
の
努
力
に
よ
っ
て
も
被
害
が

く
い
止
め
ら
れ
な
い
場
合
、
ま

す
ま
す
拡
大
し
て
い
く
よ
う
な

場
合
は
、
村
と
し
て
も
新
た
な

判
断
が
出
て
く
る
。

 

悪
臭
被
害
の
住
民
の
救

済
を

質
問　

木
原
地
内
で
、
馬
ふ
ん

の
野
積
み
に
よ
る
住
民
へ
の
悪

臭
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
馬

ふ
ん
の
飛
散
も
あ
る
。
放
置
で

き
な
い
。
悪
臭
防
止
法
の
適
用

も
視
野
に
入
れ
て
、
早
急
に
対

処
を
。

答
弁
（
経
済
建
設
部
長
）　

事

業
者
が
別
の
場
所
に
搬
出
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、
搬
出

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
搬
出

の
期
限
と
し
て
９
月
末
ま
で
と

事
業
者
に
伝
え
て
あ
る
。
ま
た
、

搬
出
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
境

界
線
上
に
防
じ
ん
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
も
張
る
よ
う
に
指
導
し

た
。
事
態
の
改
善
速
度
が
上
が

ら
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
事
業

者
の
ほ
う
が
責
任
を
放
棄
し
て

い
る
よ
う
な
場
合
は
、
悪
臭
防

止
法
に
基
づ
く
勧
告
、
そ
し
て

命
令
も
視
野
に
入
る
と
思
わ
れ

る
。

質
問　

（
悪
臭
防
止
法
と
い

う
）
法
令
根
拠
が
な
い
場
合
で

も
、
住
民
の
苦
境
と
い
う
事
態

が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
積
極
的

に
行
政
指
導
す
る
と
い
う
考
え

が
あ
る
か
。

答
弁
（
村
長
）　

住
民
の
生
活

が
一
番
の
基
本
と
な
る
。
法
的

な
部
分
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
迷
惑
な
状
況
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
村
と
し
て
新
た
な
条

例
を
つ
く
る
か
、
指
導
を
行
っ

て
い
く
。
村
民
の
生
活
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
の
は
、
職
員

も
議
員
も
一
緒
に
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ク
ビ

シ
ン
の
件
で
も
、
問
題
が
大
き

く
な
っ
た
と
き
に
は
、
個
人
で

や
れ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
当
然
、
行
政
も
加
わ
っ
て

い
か
な
い
と
、
住
民
の
安
心
・

安
全
は
脅
か
さ
れ
て
し
ま
う
。

国
保
税
の
減
免
制
度

住
民
へ
の
説
明
は

岡
沢　
　

清　

議
員

農作物を荒らすハクビシン
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質
問　

認
知
症
の
治
療
に
、
薬

に
頼
ら
な
い
音
楽
療
法
、
回
想

法
、
運
動
、
心
理
療
法
等
に
よ

る
非
薬
物
療
法
が
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
早
期
発
見
に
、
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
物
忘
れ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本

村
の
認
知
症
対
策
と
し
て
、
こ

の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
導
入
と
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）　

認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
に
出
向
き
出
前
講
座
を

し
、
認
知
症
を
理
解
し
、
介
護

予
防
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

日
常
生
活
の
参
考
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

県
内
に
７
医
療
機
関
、
県
南
で

は
２
医
療
機
関
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
10
月
に
第
１
回

の
茨
城
県
県
南
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
連
携
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
指
定

医
療
機
関
の
教
授
や
医
師
よ
り

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
連

携
を
重
ね
認
知
症
予
防
の
た
め

の
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

答
弁
（
村
長
）　

阿
見
町
で
も

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
互

い
に
活
用
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
検
査
に
つ

い
て
も
、
導
入
し
て
も
利
用
者

が
少
な
い
と
効
果
が
な
い
の
で
、

担
当
課
で
情
報
を
捉
え
て
、
検

討
も
踏
ま
え
進
め
て
い
き
ま
す
。

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

質
問　

農
家
や
家
庭
菜
園
の
農

作
物
に
カ
ラ
ス
・
タ
ヌ
キ
・
ハ

ク
ビ
シ
ン
等
に
よ
る
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

被
害
に
対
す
る
対
策
を
伺
い
ま

す
。

答
弁
（
経
済
建
設
部
長
）　

基

本
的
な
考
え
と
し
て
は
、
個
人

で
防
除
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
個
人
で
は
で

き
な
い
と
な
っ
た
と
き
に
、
行

政
が
駆
除
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
共
済

組
合
の
補
助
で
す
が
、
作
物
に

よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
も
の
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
防
除
や
駆
除

の
前
の
段
階
と
し
て
、
野
生
動

物
が
安
易
に
餌
を
採
り
に
く
く

す
る
環
境
づ
く
り
も
対
策
の
一

つ
と
考
え
ま
す
。

答
弁
（
村
長
）　

家
庭
菜
園
の

部
分
で
は
難
し
い
が
、
被
害
が

地
域
、
地
区
に
大
き
く
広
が
る

場
合
は
、
村
だ
け
の
対
応
で
は

な
く
、
県
に
も
要
望
し
解
決
を

図
り
ま
す
。
わ
な
の
貸
し
出
し

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
、
被

害
が
大
き
く
な
っ
て
く
れ
ば
村

で
用
意
を
し
、
狩
猟
の
資
格
が

あ
る
方
に
貸
し
出
す
こ
と
も
検

討
し
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

林　
　

昌
子　

議
員

鳥獣被害への対応を
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視
察
日

　

平
成
25
年
７
月
17
日
〜
19
日

視
察
先

　

・
鹿
児
島
県
姶
良
市　

　
　

あ
い
ら
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

・
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

　
　

肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー

視
察
目
的

　

本
年
４
月
か
ら
循
環
型
社
会

形
成
に
向
け
て
、
資
源
ご
み
分

別
収
集
を
開
始
し
、
環
境
行
政

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
施
設
整
備
基
本
計

画
の
根
幹
で
あ
る
、
ご
み
処
理

施
設
の
焼
却
炉
に
重
点
を
お
い

て
、
実
情
に
即
し
た
施
設
整
備

の
手
懸
か
り
と
す
る
た
め
。

参
加
者

　

沼
﨑
光
芳　

椎
名
利
夫

視
察
内
容

　

あ
い
ら
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
姶

良
地
区
、
加
治
木
地
区
、
蒲
生

地
区
の
ご
み
処
理
を
行
い
１
日

の
ご
み
焼
却
処
理
能
力
は
74
ト

ン
、
そ
れ
に
焼
却
灰
の
よ
り
一

層
の
減
量
化
、
無
害
化
、
安
定

化
を
図
る
た
め
に
灰
溶
融
施
設

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
灰
溶

融
炉
は
１
日
８
・
５
ト
ン
の
処

理
能
力
が
あ
り
、
焼
却
灰
に
含

ま
れ
る
有
害
物
質
、
特
に
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
は
完
全
に
分
解
し

ま
す
。
溶
融
ス
ラ
グ
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
混
合
物
、
埋
め
戻
し

材
及
び
路
盤
材
の
ほ
か
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
の
細
骨
材
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
資
源
の
再
利
用
と
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
目
指
し
た
す
ば
ら

し
い
施
設
で
し
た
。

　

翌
日
訪
れ
ま
し
た
肝
属
地
区

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
鹿
屋
市
、
垂

水
市
、
東
串
良
町
、
錦
江
町
、

南
大
隅
町
、
肝
付
町
の
２
市
４

町
か
ら
な
る
広
域
事
務
組
合
で

す
。
こ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
熱

回
収
施
設
の
燃
焼
設
備
は
流
動

床
式
熱
分
解
ガ
ス
化
溶
融
炉
で

１
日
１
２
８
ト
ン
の
処
理
能
力

を
持
ち
ま
す
。
余
熱
を
利
用
し

て
最
大
２
５
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電

力
は
施
設
内
で
使
用
し
、
余
剰

電
力
は
売
電
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
回
収
し
た
熱
を
利
用
し
た
温

泉
セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、
粗
大
ご
み
の
中
か
ら

再
生
利
用
可
能
な
物
の
修
理
、

展
示
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

学
ぶ
「
環
境
ふ
れ
あ
い
館
」
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
の

環
境
保
全
を
徹
底
す
る
た
め
、

汚
水
や
ば
い
煙
な
ど
を
場
外
へ

排
出
し
な
い
、
安
全
で
ク
リ
ー

ン
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

で
は
、
７
月
２
日
に
第
４
回
施

設
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
組
合
の
１
日
の
処

理
量
は
60
ト
ン
く
ら
い
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
程
度

の
処
理
量
で
発
電
設
備
の
設
置

が
可
能
か
ど
う
か
等
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
11
月
実
施
予
定
の
次
の

検
討
委
員
会
で
結
果
討
議
を
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

や
プ
ラ
ザ
の
検
討
、
公
害
防
止

基
準
の
決
定
等
を
討
議
し
ま
し

た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
今
回
の
視

察
研
修
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

焼
却
炉
の
型
式
、
回
収
し
た
余

熱
の
利
用
方
法
、
ご
み
の
再
資

源
化
等
、
い
ろ
い
ろ
な
点
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か

ら
の
機
種
選
定
を
す
る
上
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

視

察

研

修

報

告

肝属地区清掃センターにて

あいら清掃センター
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視
察
日

　

平
成
25
年
10
月
３
日
〜
４
日

視
察
先

　

・
北
海
道
北
斗
市

　
　

南
渡
島
消
防
事
務
組
合
消

　
　

防
本
部

参
加
者

　

山
崎
幸
子　

飯
田
洋
司

視
察
内
容

　

南
渡
島
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
は
、
北
海
道
の
南
部
、
渡

島
半
島
に
位
置
す
る
北
斗
市

（
平
成
18
年
２
月
に
旧
上
磯
町

と
旧
大
野
町
が
合
併
）、
七
飯

町
、
鹿
部
町
の
３
市
町
を
管
轄

し
て
い
る
消
防
本
部
で
す
。
管

内
に
北
斗
消
防
署
、
七
飯
消
防

署
、
鹿
部
消
防
署
を
配
置
し
、

多
様
な
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

南
渡
島
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
の
管
内
人
口
は
、
約
８
万

２
０
０
０
人
で
、
稲
敷
地
方
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
に
比
べ

約
３
分
の
１
、
職
員
数
も
約
２

分
の
１
で
す
。
し
か
し
、
管
轄

す
る
面
積
は
、
約
１
・
７
倍
に

当
た
る
７
２
４
・
５
２
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
広
範
囲
に
わ
た

り
ま
す
。

 　

こ
の
広
大
な
エ
リ
ア
を
、
少

な
い
職
員
で
管
轄
す
る
組
合
の

課
題
は
、
早
急
に
通
信
指
令
業

務
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

情
報
の
集
約
・
共
用
を
し
て
、

初
動
体
制
及
び
災
害
対
応
力
の

強
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
う
や
く
来
年
度

に
通
信
網
の
整
備
を
終
え
、
デ

ジ
タ
ル
無
線
指
令
セ
ン
タ
ー
が
、

稼
働
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１

１
９
番
通
報
の
受
付
か
ら
災
害

対
応
ま
で
を
一
元
的
に
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
災
害
等
が
発
生

し
た
場
合
は
、
今
ま
で
以
上
に

迅
速
に
災
害
現
場
に
駆
け
つ
け
、

適
切
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、

大
災
害
な
ど
へ
の
対
応
も
強
化

で
き
ま
す
。

　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
も
、
平
成
27
年
度
よ
り

消
防
・
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
指
令
セ
ン
タ
ー
の
広
域
化

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
南
渡
島

消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
と
同

様
に
、
災
害
時
の
初
動
・
情
報
・

対
処
能
力
の
向
上
に
加
え
、
現

在
の
通
信
業
務
の
経
費
の
削
減

と
業
務
効
率
化
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
と
お
し

て
、
日
ご
ろ
か
ら
職
員
の
防

火
・
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
消
防
は
火

災
か
ら
生
命
、
身
体
及
び
大
切

な
財
産
を
保
護
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
震
・
風
水
害
な
ど
の
災

害
の
阻
止
と
被
害
の
軽
減
を
目

的
と
す
る
諸
活
動
の
ほ
か
、
救

急
業
務
を
行
い
、
地
域
の
安
全

確
保
の
た
め
に
不
可
欠
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

日
ご
ろ
か
ら
防
火
・
防
災
意
識

を
高
め
、
災
害
等
が
発
生
し
た

際
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全
確

保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

視

察

研

修

報

告

地域防災活動推進に向けての意見交換

南渡島消防事務組合消防本部にて



(15) 議会だより

視
察
日

　

平
成
25
年
10
月
９
日
〜
10
日

視
察
先

　

・
高
知
県
土
佐
市

　
　

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組

　
　

合
衛
生
セ
ン
タ
ー

視
察
目
的

　

し
尿
等
の
処
理
管
理
に
お
け

る
衛
生
事
務
の
状
況
を
研
修
す

る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
衛
生
及

び
行
財
政
の
進
展
並
び
に
運
営

の
参
考
と
す
る
。

参
加
者

　

小
泉
輝
忠　

羽
成
邦
夫

視
察
内
容

　

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
清
流
、
仁

淀
川
の
下
流
域
に
位
置
し
、
土

佐
市
・
高
知
市
（
旧
春
野
町
）・

い
の
町
（
旧
伊
野
町
）・
日
高

村
の
２
市
１
町
１
村
で
構
成
さ

れ
、
管
内
約
７
万
人
の
し
尿
及

び
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
し
尿
処
理

工
程
か
ら
発
生
す
る
余
剰
汚
泥

を
発
酵
さ
せ
、
堆
肥
化
し
た
有

機
質
の
肥
料
「
コ
ン
ポ
ス
ト
に

よ
ど
が
わ
」
を
、
構
成
市
町
村

住
民
を
対
象
と
し
て
配
布
し
て

い
ま
す
。
「
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ

ど
が
わ
」
の
料
金
は
、
15
キ
ロ

グ
ラ
ム
入
り
袋
体
で
１
０
０
円

で
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
21
年
度
よ
り
、

組
合
許
可
車
両
に
脱
臭
装
置
を

取
り
付
け
、
作
業
時
に
不
快
な

臭
気
が
出
な
い
よ
う
、
収
集
地

域
の
環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
周
辺

地
域
の
住
民
で
組
織
す
る
、
公

害
監
視
委
員
会
を
昭
和
55
年
か

ら
設
置
し
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

の
日
々
の
業
務
に
お
い
て
、
安

心
で
安
全
な
処
理
水
を
放
流
す

る
た
め
に
、
年
間
数
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
処
理
水
の
放
流

数
値
な
ど
の
監
視
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
と
て
も
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
で
す
が
、
今

後
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
大
地
震
等
災
害
が

発
生
し
た
場
合
で
す
。
こ
の
場

合
、
構
成
市
町
村
管
内
住
民
の

た
め
に
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
早

期
に
生
活
排
水
の
適
正
処
理
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
近
隣
市
町

村
と
も
連
携
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
構
成
市

町
村
の
増
減
が
あ
っ
た
場
合
で

す
。
徐
々
に
施
設
も
老
朽
化
を

迎
え
る
状
況
の
中
、
施
設
周
辺

地
域
住
民
と
協
同
で
の
施
設
づ

く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
で
も
、

汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
組
合
管
内
住
民

の
快
適
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
上
で
、
今
回
の
研
修
を
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

視

察

研

修

報

告

仁淀川下流衛生事務組合衛生センターにて

衛生センターの運営を研修

衛生センター内部を見学



(16)議会だより

視
察
日

　

平
成
25
年
７
月
23
日
〜
25
日

視
察
先

　

・
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町

　
　

議
会

　

・
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町

　
　

大
山
恵
み
の
里
公
社

　

・
鳥
取
県
米
子
市
役
所

　

・
鳥
取
県
境
港
市
観
光
協
会

視
察
内
容

　

大
山
町
議
会
広
報
常
任
委
員

会
は
、
町
村
議
会
広
報
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
特
別
優
秀
賞
を
始

め
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
「
読
ん
だ
こ
と
が
な
い

住
民
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
」、
「
毎
回
読
ん
で
い
る
住
民

に
愛
読
し
て
も
ら
う
」、
こ
の

２
つ
を
基
本
に
、
編
集
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
紙
の
編

集
に
当
た
っ
て
は
、
５
回
か
ら

６
回
の
委
員
会
を
開
き
、
時
間

を
か
け
、
よ
り
多
く
の
人
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
工

夫
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
山
恵
み
の
里
公
社
は
、
町

内
の
一
次
産
品
・
加
工
品
・
特

産
品
の
流
通
拡
大
に
よ
る
外
貨

獲
得
・
雇
用
創
出
を
担
う
組
織

と
し
て
設
立
さ
れ
、
農
業
・
漁

業
な
ど
地
元
特
産
品
を
活
か
し

た
中
で
管
理
運
営
・
独
自
事

業
・
流
通
事
業
・
通
販
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
立
後

６
年
が
経
過
し
、
大
山
産
の
食

材
と
い
え
ば
安
心
安
全
で
、
し

か
も
お
い
し
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
当

面
の
課
題
と
し
て
は
、
出
荷
品

目
・
数
量
の
安
定
的
拡
大
・
販

路
拡
大
な
ど
、
課
題
は
残
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

米
子
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
実
績
が
件
数
・
金
額
と
も
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
記

念
品
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

「
米
子
市
民
体
験
パ
ッ
ク
」
で

す
。
３
０
０
０
円
以
上
寄
附
を

い
た
だ
い
た
方
全
員
に
、
地
元

企
業
か
ら
無
償
提
供
を
受
け
た

12
点
、
定
価
６
０
０
０
円
相
当

の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
二

つ
目
は
、
※
「
が
い
な
え
え
も

ん
」
で
す
。
１
万
円
以
上
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
に
、
「
米
子

市
民
体
験
パ
ッ
ク
」
に
加
え
て
、

60
点
以
上
の
中
か
ら
希
望
さ
れ

る
品
物
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

提
供
す
る
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

販
路
の
拡
大
な
ど
の
宣
伝
効
果

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
米
子
市
出

身
者
な
ど
１
万
人
以
上
に
対
し
、

企
業
の
商
品
を
掲
載
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
市
の
Ｈ

Ｐ
に
社
名
と
商
品
名
が
掲
載
さ

れ
ま
す
。
宣
伝
効
果
は
メ
デ
ィ

ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

境
港
市
に
あ
る
「
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
」
は
、
漫
画
に
登
場

す
る
妖
怪
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
１
０

０
体
以
上
設
置
し
て
あ
る
通
り

と
し
て
、
テ
レ
ビ
等
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22

年
に
は
、
年
間
観
光
客
数
が
３

７
０
万
人
に
達
し
、
市
の
観
光

名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光

協
会
の
担
当
者
は
当
初
、
「
妖

怪
で
ま
ち
づ
く
り
な
ん
て
」
と

の
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
ま
で
成
功
し
た
の
は
、
地

元
商
店
街
の
理
解
と
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

美

浦

村

議

員

会

県
外
視
察
研
修
報
告

盛りだくさんの米子市民体験パック

大山町議会での意見交換会

※
米
子
弁
で
、
「
が
い
な
」
と
は
、
す

ご
い
、
大
き
な
、
「
え
え
も
ん
」
と

は
、
よ
い
も
の
と
い
う
意
味
で
す
。



(17) 議会だより

議会傍聴の感想
　９月定例会の傍聴にいらした方にアンケートのご協力をお願いしました。

多数のご意見をいただきましたので、今回はその一部を紹介します。

・議員、村職員ともに村を思って頑張っているのがわかります。これからも

村のために頑張ってください。

・議員の方々がよく勉強されていることがよくわかりました。ぜひ、予算を

有効に使って実現していただきたいと思います。

・議員の方が質問することへの準備、苦労、勉強していることがわかりまし

た。回答は、もう少し要領を得ての対応があってもいいのでは。数字の比

較はパネル等用いての説明、工夫はできないか。

・各議員の質問に対する村側の答弁が細部にわたり説明されていて良かった。

答弁どおりの業務執行をしていただきたい。

・各議員の質問が我々に身近な事項であり、理解しやすかった。教育、子育

て、税金、国保、農業等多岐にわたり質問されていたが、一問一答方式と

いうことで、わかりやすい議会傍聴でした。

・村のあり方等少しわかったような気がします。一個人の困りごとも対処し

てくれるということもわかりましたが、自分の思っているようには相手は

動かないことも。個人の身になり、これからも住みよい村づくりをお願い

します。

・初めて傍聴しましたが、質疑応答とはこんなに大変なものなのかと非常に

驚きました。同じようなことをしつこく何度も質問するんだと思い、なん

と大変なことなのかと非常に驚きました。

・質問者も答弁する方も、名前を呼ばれたら「はい」と返事をした方がいい

と思います。

・村民の幸せを考えて、表面的な答弁ではなく、しっかりと何事にも取り組

んでいってもらいたい。行政はもう少し頭を柔らかく、法に基づくことは

わかっていますが、柔軟性をもって取り組んでいってもらいたい。

・同一質問の調整が必要ではないか。限られた時間を有効に。

・一問一答方式になったので、時間短縮のため、質問者同様、答弁者も隣の

席にいて答弁した方がよいと思います。

・以前と違い、一問一答方式となり、とても聞きやすくなった。議員によっ

て私たちのために質問をしているのはわかりますが、少ししつこくてイヤ

になってしまいました。



(18)議会だより

議員活動

委員長　　山本　一惠　　　副委員長　坂本　一夫　　　委　員　　山崎　幸子
委　員　　椎名　利夫　　　委　員　　飯田　洋司　　　委　員　　岡沢　　清
委　員　　塚本　光司

議会広報公聴委員会

議会を傍聴してみませんか

●役場１階のロビーでも本会議の実況をご覧に
なることができます

●会議録や議会だよりなどホームページに掲載
しています

●議会だよりについてのご意見・ご要望をお待
ちしています

お問い合わせ先

議会事務局

☎ 029-885-0340　内線301・302

Ｅ-mail　gikai＠vill.miho.lg.jp

URL　http://www.vill.miho.lg.jp/gikai/index.htm

８月

１日 議会地方自治研究会事前打合せ会
議会運営委員会

２日 村決算審査
（仮）大谷地区地区計画推進協議会準備会

３日 地域身体障害者スポーツ大会

５日
広島市平和記念式典　～７日
村例月出納検査
物産館建設委員会

８日 ノーテレビ・ノーゲーム運動実行委員会

16 日 議会地方自治研究会
龍ケ崎地方衛生組合議会全員協議会・臨時会

19 日 後期高齢者医療広域連合議会定例会
20 日 県南町村議会議長会

21 日 江戸崎地方衛生土木組合出納検査
龍ケ崎地方衛生組合決算審査・出納検査

23 日 交通安全キャラバン隊歓迎式典

24 日
稲敷地区防犯少年柔剣道大会
木原児童館夏祭り
いなしき夏まつり花火大会

25 日 陸上自衛隊富士総合火力演習
大谷児童館夏祭り

26 日
江戸崎地方衛生土木組合施設整備検討委員会視察研修会
民生委員児童委員の一斉改選に伴う推薦会
農業委員会定例総会

28 日

村出納検査
町村長・議長合同定例会
町村議会議長臨時会
陸平貝塚安中保全活用の会理事会

29 日 競走馬調教場所在市村連絡協議会

９月

３日 議会運営委員会
７日 美浦中学校体育祭

10 日 議会定例会
議会全員協議会

11 日 美浦トレーニング・センター要望
各常任委員会

12 日 議会定例会
議会全員協議会

13 日 タブレット端末研修会
議会地方自治研究会

16 日 収穫祭

９月

17 日 決算審査特別委員会
議会広報公聴委員会

19 日 秋の全国交通安全運動キャンペーン
20 日 議会定例会
21 日 各小学校運動会

25 日

共同募金会美浦村支会委員会
陸平縄文ムラまつり実行委員会
江戸崎地方衛生土木組合決算審査・出納検査
農業委員会定例総会
教育委員と議会厚生文教委員との懇談会

26 日 大谷地区地区計画推進協議会

28 日 美浦幼稚園運動会
輪投げ大会

30 日 町村議会広報研修会

10 月

１日 議長就任あいさつ
２日 議長就任あいさつ
３日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会行財政視察研修　～４日
４日 操法競技大会出場選手激励
５日 大谷・木原保育所運動会
６日 陸平縄文ムラまつり
７日 村例月出納検査
８日 タブレット端末利用促進検討委員会
９日 龍ケ崎地方衛生組合議会視察研修　～10日
10 日 シルバー人材センター理事会
11 日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会
13 日 村民体育祭
15 日 大宮大神社殿修復工事竣功奉祝祭

17 日 町村議長行政視察　～ 18 日
龍ケ崎地方衛生組合議会全員協議会

19 日 輪投げ大会
20 日 消防ポンプ操法県南南部地区大会
21 日 議会広報公聴委員会
24 日 県南町村議会議長会

25 日 江戸崎地方衛生土木組合定期監査・出納検査
農業委員会定例総会

28 日 龍ケ崎地方衛生組合議会定例会
29 日 議会地方自治研究会

30 日 県南町村会行政視察　～ 11 月１日
村例月出納検査
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